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児童虐待の防止等に関する法律  

第５条 学校、児童福祉施設、病院その他児童の福祉に業務上関係のある団体及び学 校

の教職員、児童福祉施設の職員、医師、保健師、弁護士その他児童の福祉に職務 上

関係のある者は、児童虐待を発見しやすい立場にあることを自覚し、児童虐待の早 期

発見に努めなければならない。 

 

２ 前項に規定する者は、児童虐待の予防その他の児童虐待の防止並びに児童虐待を 

受けた児童の保護及び自立の支援に関する国及び地方公共団体の施策に協力するよ 

う努めなければならない。 
 

３ 学校及び児童福祉施設は、児童及び保護者に対して、児童虐待の防止のための教 

育又は啓発に努めなければならない。 

（参考１） 子ども虐待早期発見のために 
 

１ 早期発見と通告の義務 
 

 

 
 

「児童虐待を受けたと思われる児童」であり「児童虐待を受けた児童」ではないこと 
に注意してください。虐待を受けたという確証を得る必要はありません。 
 

 
 
 

 

 

  

児童虐待を受けたと思われる児童を発⾒した場合は、全ての人に、市
町、児童相談所等関係機関に通告する義務が定められています。 

児童福祉法   

第 25 条  要保護児童を発見した者は、これを市町村、都道府県の設置する福祉事

務所若しくは児童相談所又は児童委員を介して市町村、都道府県の設置する福

祉事務所若しくは児童相談所に通告しなければならない。ただし、罪を犯した満

十四歳以上の児童については、この限りでない。この場合においては、これを家

庭裁判所に通告しなければならない。 

 

児童虐待の防止等に関する法律   

第６条  児童虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、速やかに、これを市町村、都 

道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所又は児童委員を介して市町村、都 

道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所に通告しなければならない。 
 

２ 前項の規定による通告は、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第２５条の規定に 

よる通告とみなして、同法の規定を適用する。 
 

３ 刑法（明治４０年法律第４５号）の秘密漏示罪の規定その他の守秘義務に関する法 

律の規定は、第１項の規定による通告をする義務の遵守を妨げるものと解釈してはな 

らない。 

さらに、学校・児童福祉施設・病院など児童虐待を発⾒しやすい⽴場に
ある人や団体はより積極的な児童虐待の早期発⾒及び通告が義務付けら
れています。 
があります。 
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２ 子ども虐待を見逃さないために 

（１）「不⾃然さ」こそ最も重要なサイン 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（２）早期発⾒のためのチェックリスト 
次ページから、チェックリストが掲載されています。 
冒頭部にある「注意書き」を読んでから使用してください。 

  

不自然な傷・あざ 
 

子どもはよくけがをしますが、不自然な傷・あざとは、遊んでいてけがをしないよう 

なところにある傷・あざや、ちょっとした事故ではあり得ないような火傷といったもの 

です。 

このような傷・あざが多くあったり、頻繁に傷・あざができたりする場合は注意が必 

要です。 

不自然な説明 
 

これは虐待している大人にも、虐待を受けている子どもにもみられます。子どもの傷 

の原因について聞いても、傷の状況からあり得ない説明をしたり、話がころころ変わっ 

たりします。 

子どもの方も、打ち明けたい気持ちと、打ち明けることへの不安が入り交じり、不自 

然な説明が多くなります。 

不自然な表情 
 

無表情であったり、変に大人の機嫌を取るような表情をしたり、ちょっとしたことで 

おびえるような表情をしたり、落ち着きなくキョロキョロして周囲をうかがうような表 

情をしたりします。 

不自然な行動・関係 
 

親が現れると急にそわそわしたり、初めての人にも馴れ馴れしくしたり、年齢にそぐ 

わない言動をみせたりすることがあります。また、虐待している大人も、子どもの事を 

非常に心配していると言いながら子どもの様子に無頓着だったり、平気で子どもを一人 

にして遊びに行ってしまったりするなど、不自然な行動がみられることがあります。 
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